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No. 質問箇所 質問・意見内容 市回答

1 その他

　CO2削減の啓発に関して、以前提案した「ごみ収集日程表
の収集コースごとのカレンダーに啓発の文章を追記してはどう
か」という意見について、その後の検討状況はどうなっている
か。

　ごみ収集日程表のページ数は広報部門より上限を指定されており、現在
の構成でそのページ数を満たしております。啓発文章を収集コースごとの
カレンダーに追記した場合、レイアウト上、ページ数を増やす必要が生じ
るため、ご提案どおりの対応は難しいと考えております。

2 計画全体

　全体をとおして、依然として以下のような体裁の不揃い等が
散見されるので、修正すること。
（不揃い等例）
・英数字について半角・全角が統一されていない。
　また、１語の中にも半角・全角が混在している箇所がある。
・和暦の表記が一部「H」、「R」と略記されている。
・写真のキャプションの位置が統一されていない。

　計画の体裁につきましては、公表までの間に改めて精査し、同じルール
のもとの表記となるよう、修正いたします。

3
緑の基本計
画全体

　緑化の推進に関して、市内で緑化活動（例：緑のカーテンや
企業敷地内緑化など）を実施した企業や学校を１００箇所くら
いを目標に募集して、１００選のような形で公表してはどうか。
また、反対に市内で緑を減らす動き（例：道路拡張による並木
伐採、農地の相続に伴う宅地化など）についても市で把握し、
個人情報は伏せたうえで例示してはどうか。

　公共施設における緑のカーテンの実施や地域住民の皆さまに花壇のお
世話をしていただく市民花壇につきましては、市ホームページで紹介をし
ております。
　緑豊かなまちづくりを進めるには、行政だけでなく、民間による緑化も重
要であると考えておりますので、川越環境１００選につきましては、緑化推
進の啓発、意識高揚のための具体的な取り組みの1つとして今後の参考
にさせていただきます。なお、緑を減らす動きに関する例示につきまして
は、公共事業によるものの把握は可能ですが、民有のものの把握は難し
いものと考えております。

4
資料1 原案
p.68②

　ここだけウェルビーイングが２箇所「Well-Being」と英語表記
になっているが何故か。

　御指摘の箇所につきましては、国の『緑の基本方針』からの引用文となっ
ており、引用元のとおり英語表記としております。ただし、引用元は『ｂ』が
小文字であるため、「Well-being」に修正いたします。


